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周知のとおり八丈島は火山の島で，それゆえに
土壌性甲虫相は貧弱である．実際，3 日間の調査で
捕獲された土壌性甲虫類は，未ソーティングのゾ
ウムシ科以外は質量ともに少なかった．また，本
稿で記録した種のうち，小笠原諸島のファウナの
要素を持つのはチウンムナビロコケムシだけで，
それ以外は本州との共通種であった．

末筆ながら八丈島の採集地の情報をくださり，
また既存文献を手配してくださった本学会庶務幹
事の亀澤洋氏に厚く御礼申し上げる．
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【短報】茨城県におけるヨツボシカミキリの最近の
採集例

ヨ ツ ボ シ カ ミ キ リ Stenygrinum quadrinotatum 
Bates, 1873（カミキリムシ科）は，かつては低山
地で広葉樹の伐採木や灯火によく集まる普通種で
あったが，全国的に急激に生息数を減じており，
環境省 RDB（環境省，2015）では，近い将来にお
ける絶滅の危険性が高いことから “ 絶滅危惧 IB 類

（EN）” に分類されている．
茨城県における本種の現状は , 「茨城県のカミキ

リムシ II」（市川ほか , 2008）の中で “ 他県と同様 ,
本県でも 1980 年代までは平地から低山帯に普通に
見られたが，近年は激減しており , 散発的な記録

のみである .” と記されている．茨城県内では，本
種はこれまで東海村および総和町，常北町，水戸市，
つくば市，土浦市，大子町，大宮町，茨城町から
記録されているが，2000 年以降の記録は大宮町と
茨城町からの 3 例のみである．

筆者の一人である吉武は，近年本種を茨城県内
で採集する機会に恵まれたので，貴重な分布記録
としてここに報告する．

1 頭 , 茨城県石岡市下青柳 , 24. VI. 2015, 吉武啓採
集．

夜間に街灯下の植栽（ドウダンツツジ）の葉上
で静止していた個体である（図 1）．現地は夏に家
族を連れて灯下でのクワガタ拾いによく訪れる場
所であるが，これまで本個体以外に本種を見た経
験はないことを付記しておく．
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 図1. 茨城県石岡市産ヨツボシカミキリ（中原直子撮影）．


